
主要国・国際機関等のニュース記事一覧

取組 資金提供

注目
記事

No. 公開日 機関名 キーワード ニュースタイトル（原文） ニュースポイント（短文）

内容

感染症種別 当該機関 支援対象 重点感染症
その他
疾患

外部から
当該機関へ

リンク1 リンク2

1 2025/1/6 CEPI
US DFC、将来的な
パンデミック、ワクチ
ン研究開発

CEPI and the US DFC join
forces to tackle future
pandemic threats

CEPIと米国DFC（国際開発公
社）が、持続可能なパンデミッ
ク・ファイナンス・ツールの検討
や現地のワクチン製造能力向上
など、将来的なパンデミックへ
の備えを進めるために連携する
ことで合意

CEPIと米国DFC（U.S. International Development
Finance Corporation, 米国国際開発公社）は、持続可能な
パンデミック・ファイナンス・ツールの検討や現地のワクチン製造
能力向上など、世界的なワクチン・イニシアチブに関する議論と
投資を一致させることで協力し、保健の安全保障を推進する意
向を発表した。この声明は、2024年12月に開催されたDFC
の５周年記念行事の場で発表された。
CEPIとDFCは、相互の利益になる革新的なワクチンや感染症
対策技術に対する共同の投資を行う。さらにCEPIは、将来の
アウトブレイクに備えたワクチン研究開発、ワクチン製造とその
スケールアップ活動を支援するための革新的な金融メカニズム
の設計と実施について、DFCを支援する。

感染症全般 ● ● ● リンク

★ 2 2025/1/8 CEPI

将来的なパンデミッ
ク、Disease X、
針なしワクチン、マイ
クロアレイ

CEPI and Micron Biomedical
accelerate needle-free
vaccines against Disease X

CEPIが、Micron
Biomedical社による針なし経
皮ワクチン（マイクロアレイ・ボタ
ン）の研究開発に370万米ドル
を拠出することを発表

CEPIは、米国アトランタに拠点を有するMicron
Biomedical社による針なし経皮ワクチンの研究開発に370
万米ドルを拠出することを発表した。
同社の技術は、小型で熱安定性を有する可溶性のボタン（マイク
ロアレイ）を皮膚に貼り付け、ワクチンや医薬品を皮膚上層部に
注入するもので、投与は短期間で完了する。本技術により、ワク
チンの保管・輸送における冷凍保存の問題が軽減され、さらに
臨床医不足や注射針恐怖症の問題に対処できること期待され
る。本技術を用いて季節性インフルエンザ、麻疹のワクチン接種
を行い、血清防御を誘導することが示された結果が既に
Lancet に掲載されている。適切な科学的マイルストーンが達
成されれば、針を使わずにヒトに投与する史上初のフェーズ1試
験を開始する予定である。

感染症全般 ● ● ● ● ● リンク

3 2025/1/8 WHO
三日熱マラリア、
G6PD欠損症、検査
法、事前認証

WHO prequalifies diagnostic
test to support safer
administration of P. vivax
malaria treatments

WHOが三日熱マラリアの安全
な治療法を実施するために、グ
ルコース-6-リン酸脱水素酵素
(G6PD) 欠損症の検査法を事
前認証

WHOは、三日熱マラリアの安全な治療法を実施するために、グ
ルコース-6-リン酸脱水素酵素 (G6PD) 欠損症の検査法を事
前認証（PQ）したことを発表した。
三日熱マラリア原虫（Plasmodium vivax ）により引き起こさ
れる三日熱マラリアは、2023年時点で欧州を除く全地域で推
定920万人の臨床患者を発生させている。三日熱マラリアの再
発防止のために投与される、ある種の医薬品は、G6PD欠損症
の患者に急性溶血症を引き起こすことが知られている。
事前認証された診断法はSD Biosensor, Incによって開発
され、G6PDの酵素活性を測定してG6PD欠損症を診断する。
検査室内外での使用を目的としており、STANDARD G6PD
Analyzerと併用することで、数分で結果を得ることができる。
本技術により、三日熱マラリアのより安全な治療が可能になる
と期待される。

マラリア ● ● リンク

★ 4 2025/1/13 BARDA

パッチ型ワクチン、
mRNAワクチン、
Patch Forward
Prize、Project
NextGen

BARDA announces $8 million
in awards to advance patch-
based RNA vaccine
development as part of the
Patch Forward Prize

BARDAが、Patch Forward
Prizeの一環として、パッチベー
スのRNAワクチンの研究開発
プロジェクト4件に800万ドル
を拠出

BARDAは、Patch Forward Prizeの一環として、パッチ
ベースのmRNAワクチンの研究開発プロジェクト4件に800万
ドルを拠出することを発表した。
Patch Forward Prizeは、Project NextGenの一環とし
て実施されており、迅速で容易なワクチンの製造と投与を可能
にするために、マイクロニードルを用いたパッチベースの経皮ワ
クチンの研究開発を推進することを目的とする。ワクチン開発
企業がパッチ製造企業と連携することを求めており、今回はコ
ンセプト段階にある4案件に対して、それぞれ200万ドルを助
成する。
採択されたのはMicron Biomedical社など、ワクチン開発企
業4社とその共同実施者で、COVID-19、季節性インフルエン
ザ、パンデミック・インフルエンザに対するパッチベースの
mRNAワクチンの開発を進める。

コロナウイル
ス感染症、イ
ンフルエンザ

● ● ● リンク

★ 5 2025/1/16 BARDA

COVID-19、治療
薬、曝露前予防、塩野
義製薬、Project
NextGen、RRPV

ASPR provides $375 million
to develop a drug to prevent
COVID-19

ASPRがProject NextGen
の一環として、塩野義製薬が行
うCOVID-19に対する長時間
作用型注射剤の研究開発に3億
7,500万ドルを提供

BARDAは、ASPRが塩野義製薬によるCOVID-19治療薬の
研究開発に約3億7,500万ドルを拠出することを発表した。
この助成はProject NextGenの一環として行われ、塩野義
製薬は長期間作用型注射剤による新型コロナウイルス感染症の
曝露前予防の研究開発を進める。本技術はプロテアーゼ阻害剤
をベースとしており、SARS-CoV-2がヒト細胞内で自己のコ
ピーを作るのを阻止する。このような予防薬は免疫不全の患者
等に対して重要である。
今回の支援は、ASPRによるRapid Response
Partnership Vehicle (RRPV)コンソーシアムの最新の取
組みである。

コロナウイル
ス感染症

● ● ● リンク

★ 6 2025/1/20 CEPI、IVI
リフトバレー熱、ｍ
RNAワクチン、
Afrigen社

South Africa’s Afrigen to
develop human mRNA Rift
Valley fever vaccine

CEPIが、南アフリカのバイテク
企業Afrigen社が実施する最
先端のｍRNAを用いたリフトバ
レー熱ワクチンの研究開発に
620万米ドルを拠出

CEPIは、南アフリカのバイテク企業Afrigen社が実施する最
先端のｍRNAワクチンを用いたリフトバレー熱ワクチンの研究
開発に620万米ドルを拠出することを発表した。
Afrigen社は、IVIと連携し前臨床試験から南アフリカなどの
アフリカ諸国で実施する第１相試験へと進展させる。
動物用のリフトバレー熱ワクチンは認可されているが、ヒト用の
ワクチンはこれまで利用可能または認可されたものはなく、
WHOやアフリカCDCはリフトバレー熱を優先対象疾患として
認識している。今回のワクチンはリフトバレー熱に対する初めて
のｍRNAワクチンとなる。
このプロジェクトで作成された臨床試験および疫学データは、
より広範な公衆衛生および研究コミュニティに役立つよう、
オープンアクセスで公開される予定である。

その他 ● ● ● ● リンク

ワクチン
開発進捗

イベント
組織設立・

再編
感染症状況

対象期間 2025年1月6日～2025年2月11日

ニュース種別

当該機関の
戦略/方針

https://cepi.net/cepi-and-us-dfc-join-forces-tackle-future-pandemic-threats
https://cepi.net/cepi-and-micron-biomedical-accelerate-needle-free-vaccines-against-disease-x
https://www.who.int/news/item/08-01-2025-who-prequalifies-diagnostic-test-to-support-safer-administration-of-p.-vivax-malaria-treatments
https://www.medicalcountermeasures.gov/newsroom/2025/patchforwardprize/
https://aspr.hhs.gov/newsroom/Pages/ProjectNextGen-Shionogi-16Jan2025.aspx
https://cepi.net/south-africas-afrigen-develop-human-mrna-rift-valley-fever-vaccine


7 2025/1/23 WHO
ジョージア、マラリ
ア、清浄国

Georgia certified malaria-free
by WHO

ジョージアが過去3年間国内で
のマラリア感染の伝播が確認さ
れず、WHOからマラリア清浄国
に認定される

WHOは、ジョージアがマラリア清浄国に認定されたことを発表
した。今回の認定により、45カ国と1地域がマラリア清浄地域
となった。
ジョージアでは1920年代には国民の30％がマラリア（P.
vivax、 三日熱マラリア原虫） にり患していたと推定される。
1940年代に媒介蚊対策で患者は大きく減少し、1970年代ま
でに感染防止に成功し、25年間マラリア清浄地域であったが、
感染が再発し、2002年に474件の症例が発生していた。
2005年にジョージアはタシュケント宣言に署名し、マラリア対
策を強化した。その結果、過去3年間、国内における感染の伝播
が確認されず、マラリア清浄国に認定されることとなった。

マラリア ● リンク

★ 8 2025/1/27 CEPI

SARS-CｏV-2、サ
ルベコウイルス、ユニ
バーサルワクチン、タ
ンパク質サブユニット
技術、将来的なパン
デミック

New CEPI funding to
spearhead pandemic
preparedness research

CEPIがカナダ、サスカチュワン
大学のワクチン研究施設
（VIDO)に最大2,400万カナ
ダドルを助成し、 SARS-CoV-
2を含むサルベコウイルスに対
するユニバーサルワクチンの開
発を支援

CEPIはカナダ、サスカチュワン大学のワクチン研究施設
（Vaccine and Infectious Disease Organization,
VIDO)に最大2,400万カナダドルを助成し、 サルベコウイル
スに対するユニバーサルワクチンの開発を支援することを発表
した。
サルベコウイルスにはSARS-CoV-1、SARS-CoV-2が含ま
れており、開発に成功すれば、将来的なパンデミックに対する準
備の強化につながる。
VIDOが開発した安全で安定した革新的なタンパク質サブユ
ニット技術は、受容体結合部位などの非感染性タンパク質断片
を体内に提示することで免疫反応を誘発する。タンパク質ベー
スのワクチン技術は複雑な凍結保存が不要になることから、低
中所得国も利用しやすいと期待される。
このワクチン候補が成功すれば、第I相臨床試験でヒトを対象に
試験が行われることになる。

コロナウイル
ス感染症

● ● ● ● リンク

9 2025/1/28 GAVI

「la Caixa」財団、
Alliance for
Child
Vaccination、資金
提供

”la Caixa” Foundation renews
its partnership with Gavi with
first multi-annual
commitment

スペインの「la Caixa」財団が
子供へのワクチン接種を進める
ためにGAVIと新たな協定を結
び、複数年にわたる資金供与を
初めて実施することを表明

GAVIは、スペインの非営利団体「la Caixa」財団と子供の予防
接種促進に関する新たな協定を結んだことを発表した。それに
よれば、同財団は2025-2027年にAlliance for Child
Vaccinationへの拠出金を年間300万ユーロに増額した。こ
れは、GAVIと「la Caixa」財団との初めての複数年にわたる
資金提供協定となる。
「la Caixa」財団とゲイツ財団の資金提供により、Alliance
for Child Vaccinationへ提供される資金は4倍の増加を続
けることとなった。
Alliance for Child Vaccinationは、2008年に「la
Caixa」財団がGAVIの協力を得て創設した。それ以来、本イニ
シアティブは1億ユーロを超える資金を集め、アフリカで肺炎を
中心とするワクチンの子供への接種を進めている。

その他 ● ● ● リンク

10 2025/1/29 WHO
ギニア、アフリカトリ
パノソーマ症、ガンビ
ア型、排除

Guinea eliminates human
African trypanosomiasis as a
public health problem

WHO等の支援を受けた対策プ
ログラムが奏功し、ギニアが公
衆衛生上の問題としてのヒトア
フリカトリパノソーマ症を排除す
ることに成功

WHOは、アフリカのギニアがヒトアフリカトリパノソーマ症のガ
ンビア型を撲滅したことを発表した。
ツェツェバエによって媒介されるヒトアフリカトリパノソーマ症
（HAT)は、1990年代にギニアで再び感染が拡大した。ギニア
政府は、WHOとフランス国立研究所（Institut de
Recherche pour le Développement： IRD）などの支
援を受け、2002年にHAT対策プログラムを開始した。その
後、2013-2015年のエボラパンデミック等の課題もあった
が、地域コミュニティとの連携、診断技術の進歩、治療法の提
供、WHOやその他のパートナーからの継続的な財政面・技術面
の支援により排除に成功した。
これまでにトーゴなど7カ国がガンビア型ヒトアフリカトリパノ
ソーマ症の排除に成功しており、ギニアは8カ国目となる。

NTDs ● リンク

11 2025/1/30 CEPI
ラッサ熱、西アフリ
カ、ワクチン、臨床試
験、疫学調査

Bringing together all the
pieces of the Lassa fever
vaccine puzzle

今後感染拡大が危惧されるラッ
サ熱に対して、CEPIの助成を
受けたワクチン研究開発と疫学
研究が進行中

CEPIが資金提供しIAVIが開発を進めているラッサ熱のワクチ
ン候補が、ナイジェリア、ガーナを含む西アフリカで600人を超
える患者を対象に第Ⅱ相臨床試験を開始し、世界初のラッサ熱
ワクチンの開発に進展をもたらす。現在、CEPIは地域のパート
ナーとともに、認可への道を早めることに取り組んでいる。
ラッサ熱は2050年には最大6億人が脅威にさらされると予測
されており、西アフリカで問題となっており、WHOが優先病原
体にあげている。
CEPIはラッサ熱ワクチンの研究開発に対する最大の資金提供
者のうちの1つであり、COVID-19ワクチンの開発に使用され
たChAdOxプラットフォームによるラッサ熱ワクチンは、本年
中の臨床試験開始が期待されている。

ラッサ熱 ● ● ● リンク

12 2025/1/30
GHIT
FUND

顧みられない熱帯
病、リーシュマニア
症、マラリア、診断・
治療薬

顧みられない熱帯病とマラリアの製品
開発に約20億円の投資 長崎大学、オ
ハイオ州立大学、エーザイ、第一三共な
どへ助成

GHIT Fundが、長崎大学、愛
媛大学、エーザイ、第一三共、理
化学研究所などが実施する顧み
られない熱帯病とマラリアの診
断薬・治療薬の研究開発8件に
合計約20億円の投資を行なう
ことを決定

GHIT Fundは、リーシュマニア症を含む顧みられない熱帯病
とマラリアの診断薬・治療薬の研究開発8件に、合計約20億円
の投資を決定したことを発表した。
このうち6.7億円は、オハイオ州立大学、長崎大学などによる
リーシュマニア症の診断ツールの開発に拠出される。また、エー
ザイ株式会社とMedicines for Malaria Venture（MMV）
によるマラリア治療薬の開発に6.8億円、エーザイ、愛媛大学、
GSK Global Healthなどのパートナーシップによるマラリア
予防薬の開発に5.8億円を投資する。このほか、MMV、第一三
共株式会社、エーザイ、理化学研究所などによるNTDs、マラリ
アのスクリーニングプロジェクトに約8,300万円を投資する。
これにより、2025年1月30日時点でGHIT Fundは37件の
プロジェクトに投資し、その内訳は、標的・探索研究15件、非臨
床試験14件、臨床試験8件となる。これまでの累積投資金額は
約358億円に達する。

マラリア、
NTDs

● ● ● リンク

https://www.who.int/news/item/23-01-2025-georgia-certified-malaria-free-by-who
https://cepi.net/new-cepi-funding-spearhead-pandemic-preparedness-research
https://www.gavi.org/news/media-room/la-caixa-foundation-renews-its-partnership-gavi-first-multi-annual-commitment
https://www.who.int/news/item/29-01-2025-guinea-eliminates-human-african-trypanosomiasis-as-a-public-health-problem
https://cepi.net/bringing-together-all-pieces-lassa-fever-vaccine-puzzle
https://www.ghitfund.org/newsroom/press/detail/474/jp


13 2025/1/30 WHO
ニジェール共和国、オ
ンコセルカ症、クロバ
エ、回旋糸状虫、排除

WHO verifies Niger as the
first country in the African
Region to eliminate
onchocerciasis

政府主導のプログラムとWHO
等とのパートナーシップの結
果、ニジェール共和国がアフリカ
地域最初のオンコセルカ症排除
国としてWHOから認定される

WHOは、ニジェール共和国をアフリカ地域最初のオンコセルカ
症（河川盲目症）排除国として認定したことを発表した。
オンコセルカ症は、クロバエ（ブユ）によって媒介される寄生虫
Onchocerca volvulus （回旋糸状虫）を病原体とし、トラ
コーマに次ぐ感染症による失明原因となっている。
ニジェールでは、1976-1989年にWHOによるオンコセルカ
症対策プログラムの下、殺虫剤の散布による媒介生物対策に取
り組んだ。その後、 Merck, Sharpe & Dohme (MSD)に
より行なわれたイベルメクチンの供与は、リンパ系フィラリア症
だけでなく、オンコセルカ症にも有効であった。イベルメクチン
の大規模投与が終了した2014年以降、ニジェール政府は、引
き続き感染伝播の評価や昆虫学・疫学的な調査を続け、WHO
やNGOとの連携によりオンコセルカ症の感染の伝播を排除す
ることに成功した。

NTDs ● リンク

★ 14 2025/1/31 CEPI
100日ミッション、実
施報告書、IPPS、将
来的なパンデミック

Progressing the 100 Days
Mission for greater global
health security

CEPIが支援する100日ミッ
ションの進捗状況について
IPPSが実施報告書を公表し、
優先的取組みが必要な分野とし
て、臨床試験ネットワークの充
実、持続可能な製造、バイオセ
キュリティを指摘

CEPIが推進する100日ミッションの進捗状況について、IPPS
（International Pandemic Preparedness
Secretariat)が実施報告書を公表した。今回の報告書（4th
annual 100 Days Mission implementation report）
は、100日ミッションの取組み開始から4年が経過した現在の
状況をとりまとめている。
報告書によれば、コロナパンデミックから5年が経過したもの
の、世界は今もコロナウイルス感染症の影響に苦しんでおり、さ
らに他の新興・再興ウイルスの脅威も出現し、100日ミッション
が喫緊の課題となっている。今後、優先的に取組みが必要な分
野として、国際的・地域的な臨床試験ネットワークの充実、持続
可能な製造、バイオセキュリティがあげられている。

感染症全般 ● ● リンク

15 2025/1/31 WHO

エボラ出血熱、スーダ
ン型、ウガンダ、ワク
チン、治療薬、臨床試
験

WHO and partners enable
access to candidate vaccine
and treatments for outbreak
of Sudan Ebola virus disease
in Uganda

WHOとそのパートナー
（CEPI、HERA等）がウガンダ
におけるスーダン型エボラウイ
ルスのワクチン候補と治療薬候
補に関する研究開発を支援

WHOは、パートナー機関と連携して、スーダン型エボラウイル
スが発生しているウガンダを支援するため、ワクチン候補と治
療薬候補へアクセスを促進するなど支援を強化した。
ウガンダでは、エボラ出血熱（スーダン型）のアウトブレイクが確
認され、1月30日現在、確定患者 1 名と接触者 45 名が経過
観察中となっている。WHO等の支援により、エボラウイルスワ
クチンと治療薬（モノクローナル抗体、抗ウイルス薬）が臨床試
験を通じて使用される。IAVIがワクチン候補、ギリアドが抗ウイ
ルス薬レムデシビルをそれぞれ提供する。
アウトブレイク対策を加速するため、WHOは緊急対応基金
（Contingency Fund for Emergencies）から100万米
ドルを供出することを決定した。今回の支援に当たって、
CEPI、アフリカCDC、カナダ国際開発研究センター
（Canada’s International Development Research
Centre： IDRC）、HERAがパートナーとしてWHOに協力し
ている。

その他 ● ● ● ● リンク

16 2025/2/3 WHO
エボラ出血熱、スーダ
ン型、ウガンダ、ワク
チン、臨床試験

Groundbreaking Ebola
vaccination trial launches
today in Uganda

ウガンダ保健省、WHOおよび
その他のパートナーがウガンダ
でエボラウイルス（スーダン型）
ワクチンの世界初の臨床試験を
開始

WHOは世界初の試みとして、ウガンダ保健省その他のパート
ナーと共同でエボラウイルス（スーダン型）に対するワクチンの
臨床試験を行うことを発表した。これはエボラウイルス（スーダ
ン型）に対するワクチンの世界初の臨床試験となる。
使用されるワクチンは、WHO、CEPI、カナダ国際開発研究セ
ンター（Canada’s International Development
Research Centre： IDRC）、HERA、アフリカCDCの資金
援助を受けてIAVIが提供する。臨床試験では、ランダム化され
たリング・ワクチネーションにより、ワクチン候補の臨床上の有
効性が評価される。
ウガンダでは、2022年にエボラ出血熱（スーダン型）が発生し
た際に臨床試験のプロトコルが整備された。今回、その経験を
踏まえて、1月30日にアウトブレイクが確認されてから4日間で
臨床試験の準備を整えることに成功した。

その他 ● ● ● ● リンク

17 2025/2/5 CEPI
マールブルグ病、ル
ワンダ、免疫応答、免
疫マーカー

Groundbreaking study in
Rwanda to unlock new
insights into Marburg virus
immunity

CEPIの支援によりルワンダで
実施される2年間の研究プロ
ジェクトにおいて、マールブルグ
ウイルスに対する免疫応答のメ
カニズムを解析

ルワンダでマールブルグ熱に対する免疫応答のメカニズムを解
析し、診断法やワクチンの開発につなげる先駆的な研究が2年
間の予定で実施される。CEPIはルワンダを代表する臨床研究
機関であるRinda Ubuzimaが実施するこの研究プロジェクト
に出資する。
2024年12月、ルワンダでマールブルグ熱の史上初のアウトブ
レイクに対して終息宣言が公式に出された。この流行では、感染
者に接触したヘルスケアワーカーを中心に66人が感染した。一
方、死亡者は15名であり、これは今までの報告例の中で最も低
い致死率のうちの1つであった。今回の研究では、マールブルグ
熱の回復者やその濃厚接触者を対象に、抗体、B細胞、T細胞な
どの防御を示す重要な免疫マーカーを同定することを目的とす
る。

マールブルグ
病

● ● ● リンク

★ 18 2025/2/5 CEPI

ｍRNAワクチン、
DNA合成、100日
ミッション、スケ
ジュール

Pushing mRNA vaccine
development timelines to
new speeds

CEPIが、mRNAワクチンの迅
速な製造を目指して、DNA
Script社による鋳型DNA合成
技術の研究開発に470万米ド
ルを拠出

CEPIは、mRNAワクチンの迅速な製造を目指して、DNA
Script社による鋳型DNA合成技術の研究開発に470万米ド
ルを拠出する。この資金提供は、mRNAワクチン開発のスケ
ジュールを加速し、特にグローバル・サウス地域におけるワクチ
ン製造の準備態勢を強化するのに役立つ可能性がある。
mRNAの製造プロセス自体は7日間ほどで完了するが、その鋳
型となるDNAの合成は、生物学的製造プロセスをベースとして
おり、最大1ヶ月を要し、コストと時間がかかる。
DNA Script社の技術は、従来法に比べて、より長く複雑な
DNAの合成を短時間に行うことが可能で、ｍRNAワクチンの
鋳型DNAの合成を数日で行えると期待される。
CEPIとScript社の提携は、「100日間ミッション」を支援する
ものである。

感染症全般 ● ● ● ● リンク

https://www.who.int/news/item/30-01-2025-who-verifies-niger-as-the-first-country-in-the-african-region-to-eliminate-onchocerciasis
https://cepi.net/progressing-100-days-mission-greater-global-health-security
https://www.who.int/news/item/31-01-2025-who-and-partners-enable-access-to-candidate-vaccine-and-treatments-for-outbreak-of-sudan-ebola-virus-disease-in-uganda
https://www.who.int/news/item/03-02-2025-groundbreaking-ebola-vaccination-trial-launches-today-in-uganda
https://cepi.net/groundbreaking-study-rwanda-unlock-new-insights-marburg-virus-immunity
https://cepi.net/pushing-mrna-vaccine-development-timelines-new-speeds


★ 19 2025/2/6 HERA
エボラ出血熱、スーダ
ン型、ウガンダ、ワク
チン、治療薬

HERA supports
groundbreaking Ebola
vaccination trial in Uganda

HERAとそのパートナー
（WHO、CEPI等）がウガンダに
おけるスーダン型エボラウイル
スのワクチン候補と治療法に関
する研究開発を支援

HERAは、パートナー機関と連携して、ウガンダにおけるスーダ
ン型エボラウイルスのワクチンと治療薬の研究開発を支援する
ことを発表した。
ウガンダでは、1月30日にエボラ出血熱（スーダン型）のアウト
ブレイクが確認された。ウガンダウイルス研究所（Uganda
Virus Research Institute)は、アウトブレイク確認後4日
目からエボラウイルスワクチンの臨床試験を開始した。
今回のアウトブレイクに当たって、HERAは、WHO、CEPI、ア
フリカCDC、カナダ国際開発研究センター（Canada’s
International Development Research Centre：
IDRC）と連携して、臨床プロトコルの作成を支援するととも
に、臨床試験の資金を援助した。また、ワクチン自体はIAVIが
提供した。スーダン型エボラウイルスのワクチンはいくつか有望
な候補が開発されているが、承認されたワクチンはまだ存在し
ない。今回の臨床試験が成功すれば、アウトブレイクへの対応と
将来的なワクチンの承認に重要な役割を果たすことが期待され
る。

その他 ● ● ● ● リンク

★ 20 2025/2/11 CEPI
RNAワクチン、スプ
レードライ、Ethris、
粘膜投与

CEPI partners with Ethris to
increase access to RNA
vaccines through spray-dry
technique

CEPIが、スプレードライ技術を
用いるRNAワクチン製造法の
POC取得を支援するため、
Ethris社に500万米ドルを拠
出

CEPIは、スプレードライ技術を用いるRNAワクチン製造法の
研究開発プロジェクトに500万米ドルを拠出することを発表し
た。プロジェクトは、RNAを用いた次世代の治療法・ワクチンを
開発しているEthris社が実施する。このプロジェクトでは、スプ
レードライ技術を用いて、室温において安定で局所的な免疫反
応を惹起することができる粘膜投与型のRNAワクチンプラット
フォームを開発する。同時に、自動化されたRNA製造プロセス
を確立して、ワクチン製造過程を簡略化、低コスト化、迅速化す
ることを目指す。スプレードライ技術は、喘息のドライパウダー
製剤の製造に利用されているが、RNAワクチンに応用できれ
ば、ワクチンへのアクセスを大きく改善すると期待される。
この技術が成功すれば、Good Manufacturing Practice
（GMP）の基準に従って技術が進歩し、特定のRNAベースのワ
クチン候補とともにテストされる。そして、まずはインフルエンザ
を対象に、その有効性が証明されれば、proof-of-concept
(POC)が試験されることになる。

感染症全般 ● ● ● ● リンク

21 2025/2/11
NIAID、
NIH

高病原性鳥インフル
エンザ、H5N1、広域
中和抗体、nbAb、
MEDI8852

Single Dose of Broadly
Neutralizing Antibody
Protects Macaques from
H5N1 Influenza

NIHの研究グループが、ウイル
ス暴露前に広域中和抗体を単
回投与することにより、高病原
性鳥インフルエンザウイルス
H5N1への防御効果が上昇す
ることをマカクを用いた実験で
確認

NIHの研究グループは、ウイルス暴露前に広域中和抗体
（broadly neutrarizing antibody: nbAb）を単回投与す
ることにより、高病原性鳥インフルエンザウイルスH5N1への防
御効果が上昇することをマカク（サル）を用いた実験で確認し
た。
鳥インフルエンザウイルス（H5N1)は、近年鳥からヒトやウシな
ど多くの哺乳類に感染しており、ヒト-ヒト間の感染は広がって
いないものの、パンデミックをもたらす可能性が指摘されてい
る。
実験グループは、Medimmune社（現在はAstraZenacaの
一部門）が開発したMEDI8852と呼ばれるnbAbをマカクに
注射し、3日後にH5N1に暴露させた。MEDI8852を投与さ
れたマカクは無症状または軽微な症状を示したが、すべて生存
した。一方、MEDI8852を投与しないマカクは重篤または致
死的な症状を示した。この結果はScience誌に掲載された。

インフルエン
ザ

● ● リンク

https://health.ec.europa.eu/latest-updates/hera-supports-groundbreaking-ebola-vaccination-trial-uganda-2025-02-06_en
https://cepi.net/cepi-partners-ethris-increase-access-rna-vaccines-through-spray-dry-technique
https://www.niaid.nih.gov/news-events/single-dose-broadly-neutralizing-antibody-protects-macaques-h5n1-influenza

